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論文の内容の要旨
　高等植物の種子胚は一般的に強い乾燥耐性を有し，この乾燥耐性獲得においては植物ホルモンの一種であるア
ブシジン酸（ABA）が必須であり，また，突然変異体の解析から，種子におけるABAの情報伝達においては，VP
l／ABI3因子が関与することが示唆されている。しかし，その直接的な証明はこれまでなされていない。一方，
高等植物においては，体細胞であっても特定の条件下で培養すると受講胚と類似の形態変化を経て幼植物体へと
再分化することが知られている。この現象は体細胞不定胚形成と呼ばれ，受精胚発生のモデル系として多くの研
究がなされてきた。特にニンジンでは，さまざま1な不定胚誘導法が開発され，発生段階の揃った不定胚を大量に
製整することが可能である。そこで，本論文では，種子胚では解析が困難な胚の乾燥耐性獲得機構について，体
細胞不定胚の特性を活用し，胚におけるABAの情報伝達因子と考えられるVP！／ABI！3因子を申心に詳細な検
討を行っている。
　本論文では，まずはじめに，PCR法を活用し，ニンジン不定胚のcDNAライブラリーからVP1／ABI3因子のニン
ジンホモローグであるC－AB13（全長cDNA）を単離した。さらに，サザン分析やC一畑Bゲノム遺伝子の構造解
析等を行い，本遺伝子がvPユ／ABI3因子のニンジンにおける唯一のホモローグであることを明らかにした。次に，
ノーザン解析によってその発現を詳細に調べ，本遺伝子が不定胚および種子胚の両方で強く発現すること，胚と
しての形態分化をしていないものの不定胚形成能力を獲得している細胞（EC）でも発現していること，それ以外
の細胞・組織・器官においては発現していないことを示し，胚特異的に発現することを明らかにした。
　このようなC－AB13遺伝子の発現は，内生あるいは外生のABAによって乾燥耐性が獲得される細胞・組織・
器官に限定されていることから，C一畑13が胚の乾燥耐性獲得に重要な働きを持つことが予想された。そこでこ
の点を直接的に証明するため，ABAによる乾燥耐性獲得が見られない細胞・組織・器官でC－A珊遺伝子を異
所的に強制発現させることを試みている。その結果，C、畑13遺伝子をニンジン植物体の葉で発現させたところ，
乾燥耐性獲得の有無は明確には示せなかったものの，ABA誘導的に種子胚乾燥時に特異的に発現するLEA蛋
自質遺伝子群のうち数種が葉で新たにABA誘導的に発現するようになることを示した。さらに，乾燥耐性も持
たず不定胚形成能も持たないニンジン培養細胞（NC）でC－A珊遺伝子を発現させたところ，数種LEA蛋白質
遺伝子が新たにABA誘導的に発現するようになることを明らかにし，さらに，このような細胞は胚と比較する
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と弱いものの，明確な乾燥耐性を新たに獲得していることを明らかにした。
審査の結果の要旨
　本研究は，発達段階の揃った胚を大量に調整できるニンジン不定胚の特性を活用し，種子胚では解析が困難で
あった胚の乾燥耐性獲得の分子機構について，胚におけるABA情報伝達の伸介因子であるVPユ／ABI3困子を中
心に解析を行い，VP！／捌3のニンジンホモローグであるC－A鵬が乾燥耐性獲得と密接に関わって発現するこ
と，C－A珊遺伝子を異所的に発現させた形質転換体や形質転換細胞では乾燥耐性獲得時に胚特異的に発現する
各種遺伝子の発現がABA処理によって新たに見られるようになること等を明らかにし，C－A8！3が胚における
ABA情報伝達の仲介因子として実際に機能することを明確に示したばかりでなく，形質転換細胞をABAで処
理することによって乾燥耐性が新たに付与されることを世界で初めて明らかにしたものである。胚の乾燥耐性獲
得についてはABAが必須であり，その情報伝達因子としてのvPl／ABI3因子の関与，特に乾燥耐性獲得におけ
る関与についてはこれまで間接的には示されてきていたものの直接的な証明はなされていなかった。本研究はこ
の点について不定胚の特性を有効に利用することで世界で初めて直接的な証明を与えたものであり，高く評価で
きる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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